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2024 年 6 月 13 日 

報道関係各位 

プレスリリース 

株式会社ドリーム・アーツ 

 

 
 

 
グリー、グループ会社横断の契約管理業務に SmartDB®︎を導入 

～既存の CLM システムでは対応できない業務プロセス全体のデジタル化～ 

 

 

大企業向けクラウドサービスの株式会社ドリーム・アーツ（東京本社：東京都渋谷区、広島本

社：広島県広島市、代表取締役社長：山本 孝昭、以下 ドリーム・アーツ）は、このたびグリー

株式会社（本社：東京都港区、代表取締役会長兼社長：田中 良和、以下 グリー）が、契約管理

業務において、大企業向け業務デジタル化クラウド「SmartDB®︎（スマートデービー）」を導入

したことを発表します。 グリーでは、2024 年 4 月より SmartDB®︎の本格利用を開始してお

り、今後はそのほかのシステムも SmartDB®︎に統合可能か検証予定です。 

 

■契約管理業務の統合が必要とされた背景 

グリーは、ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）GREE を創業事業とし、世界初

のモバイルソーシャルゲームを開発するなど、日本のモバイルインターネットサービスを牽引し

てきました。 「インターネットを通じて、世界をより良くする。」というミッションのもと、現

在はゲーム・アニメ事業、メタバース事業、DX 事業などを展開しています。  

20 社近くのグループ会社があるグリーにとって、各グループ会社と本社の業務連携は非常に

重要です。 とくに事業運営に不可欠な契約管理業務については、両社のやりとりにおいて正確

かつスピード感を持って遂行することが求められます。 しかし、利用していた複数システムの

機能不足によりさまざまな課題が発生していました。 法務部門への契約審査依頼や捺印申請な

どでは、既存のワークフローシステムとスクラッチシステムや契約管理に特化した CLM システ

ム（※1）などを併用。 いずれにおいてもシステム間の連携ができず手作業が発生し、契約書の貼

り付け間違いや転記モレなどの人為的ミスが誘発されやすい状態でした。 契約管理業務を含め

て年間 10,000 件の捺印申請に対応するなかで、加えて次のような課題もありました。 

 

 



  

  2 / 4 

DAPR_20240613_01 

 

【これまでのシステムにおける主な課題】 

1. 過去の契約データを再利用できず契約書の作成に手間が発生 

2. 承認ステップが手動設定のため本来対応すべき担当者からの確認が漏れている 

3. 依頼の発生状況・審査状況が確認しづらく、滞留の検知が困難 

4. 編集権限が制御できず、契約審査の完了後も改ざんのリスクがある 

 

このような状態により法務部門や各グループ会社の事業部からシステムの刷新要望があがりま

した。 

※1  CLM（Contract Lifecycle Management）とは、契約書の準備・作成・審査・締結・締結後の管理など、契約に関する業務を適切に管理する

システムのこと 

 

■専用システムではカバーしきれない範囲のデジタル化を目指し SmartDB®︎を採用 

システムを検討する際に重視したのは、契約管理業務の特定領域だけでなく業務プロセス全体

のデジタル化が実現できるシステムであること、今後の事業拡大に伴う利用ユーザーの増加にも

対応できる基盤であることでした。 さまざまなシステムを比較検討した結果、以下が評価ポイ

ントになり SmartDB®︎の導入に至りました。 

 

【SmartDB®︎が評価されたポイント】 

1. 豊富な標準機能：申請状況の可視化、過去文書の活用、細やかな権限制御などに対応 

2. フローの柔軟性：申請者の所属情報で自動的にフロー設定、ルールに則った業務の徹底 

3. 他システム連携：電子契約サービスや社内チャットツールとのシームレスな連携で効率化 

4. 大企業での実績：大企業における契約管理業務のデジタル化の実績が豊富 

 

契約管理業務は 2024 年 1 月から一部のグループ会社でのスモールスタートを経て、2024 年 4

月から本格的な利用を開始しています。 今後は契約管理業務以外の範囲での業務デジタル化も検

証予定です。 
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【イメージ：契約管理業務のフロー】 

 

■グリー株式会社 開発本部 情報システム部 井上 洋平 氏からのコメント 

当社はゲーム・アニメ事業、メタバース事業、DX 事業などの展開を行っており、これらの事

業を円滑に運営するためにも、契約管理業務の効率化が重要でした。 SmartDB®︎は契約管理業

務プロセス全体のデジタル化に対応でき、これまでの課題を解決できると確信しています。 

また、当社ではさまざまな業務に特化したクラウドサービスを利用しています。 SmartDB®︎

は幅広い業務のデジタル化を実現できるサービスのため、契約管理業務以外の範囲への活用拡大

も検討し必要に応じてサービスを統合していく予定です。 それを実現するためドリーム・アー

ツには“協創パートナー”として今後ともご支援いただけることを期待しています。 

 

 

ドリーム・アーツは、今後も“協創”を理念に掲げ、「現場⼒強化」「企業競争⼒向上」に役⽴つト

ータルソリューションを提供してまいります。 
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SmartDB®︎（スマートデービー）について https://hibiki.dreamarts.co.jp/smartdb/ 

SmartDB®︎は、大企業市場シェア No.1（※2）の業務デジタル化クラウドです。 現場個別の業務か

ら全社横断業務までノーコードで開発可能。 ワークフローと Web データベースを中心に多彩な

機能をもち、柔軟な外部システム連携、きめ細かな権限管理、高度なセキュリティ要件にも対応

しています。 三菱 UFJ 銀行や大和ハウス工業、⽴命館大学など、大企業を中心にあらゆる業種業

態のお客さまが利用中です。 サービス基盤としてマイクロソフトが提供するクラウドプラットフ

ォーム「Microsoft Azure」を採用し、利用規模の変化やコンテンツの増加にも柔軟に対応できる

環境を実現しています。 

※2 テクノ・システム・リサーチ「2023 年 SaaS 型ワークフロー市場メーカーシェア調査」より 

 

株式会社ドリーム・アーツについて https://www.dreamarts.co.jp/ 

1996 年 12 月に設⽴されたドリーム・アーツは「協創する喜びにあふれる人と組織と社会の発展

に貢献する」 をコーポレート・ミッションに、「情報共有」と「対話」を重視した独創的かつ高品

質なソリューションとサービスを提供します。 「協創⼒を究めよ」のスローガンのもと、ICT だ

けでも人間だけでもできないビジネス上の難題の解決を ICT と「協創」でお手伝いしています。 

大企業向け業務デジタル化クラウド SmartDB®︎、多店舗オペレーション改革を支援する「Shop

らん®︎（ショップラン）」、大企業の働き方を変えるビジネスコックピット「InsuiteX®︎（インスイ

ートエックス）」などのクラウドサービスを開発・提供しています。  

 

 

<本件に関するお問い合わせ先>  

株式会社ドリーム・アーツ  

〒150-6029 東京都渋谷区恵比寿 4-20-3 恵比寿ガーデンプレイスタワー29F 

広報担当 佐藤 

TEL：03-5475-2501 / 080-7023-7602 E-mail：pr@dreamarts.co.jp  

記載されている会社名および商品・サービス名は各社の登録商標または商標です。 
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